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リンパ系フィラリア症の低感染地における、尿ELISAによる集団治療効果のモニタリング
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WHO主導による2020年までにリンパ系フィラリア症をeliminateする計画は、各流行地におい

て集団治療を軸として進められている。スリランカにおいても、2002年よりジエチルカルバマジ

ンとアルベンダゾールによる集団治療が開始された。我々はスリランカ南部の山岳地帯にある

Deniyayaにおいて、集団治療をはさんだ2002年と2003年に、就学児童を中心に住民の尿中の

Brugia pahangi に対するIgG4抗体価を測定し、この方法が集団治療効果のモニタリングに使え

るかどうか検討したので報告する。 

2002年と2003年共に調べられた699人について解析した。2002年に7.9％であった陽性率は、

2003年には3.3％と有意に減少していた。2002年に陽性であった55人のうち38人が2003年に

は陰性になっていた。逆に、2002年に陰性であったもののうち6人が2003年に陽性となった。

また、2002年には7才ごろ以降に見られた陽性者が、2003年では9才以降からと、遅れていた。 

血液ではなく尿を使ったバンクロフト糸状虫症の診断法は、侵襲性がほとんどないことから住民に

受け入れられやすく、従って住民の協力も得やすい。今回の結果は、就学児童の尿ELISAによる

集団検診が集団治療効果のモニタリングに使える可能性を示唆している。 
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